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427　　　 卵巣過 剰刺激症候群 の 発症 に おけ る

プ ロ ゲ ス テ ロ ン と Vascular　endothelial 　 growth
facter（VF ．GF）の 関・与の 検討
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匚日的］ 卵 巣過 剰朿1嫐 症艢 羊（OI−iSS）の 発症 に

Vasaユlar　endothclial 　growth　factor（VEGF ）が関与 して

い る こ と が 知 られ て い る 。

．一
方、我 々 は ラ ッ トの

OHSS モ デ ル にお い て プ ロ ゲス テ ロ ン（P）の 拮抗剤

（RU486 ）を用 いた実験か ら、　OHSS 発症へ の P の関

与を指摘 して きた。今同、ラ ッ トOHSS モ デル に

お い て P の 作用 とVEGF の 発現 との 関連 に つ い て

検副 した。 ［方法］未熟 な Wistarラ ッ ト（22 日齢）
に 、 eCG1   単位を皮

一
ド注後に hC（｝1  単位を皮下注

し排卵刺激 モ デ ル を作成 した。OIISSモ デ ル は eCG

10 単位 を 4 目間連続皮
一
ド注後 、 5 ［眉 に hCG30

単位を皮下注 し作成 した 。こ の 両モ デル に お い て

RU486 が卵巣で の VI］IGF発現 に与え る 影響を検討

した 。 RU486 （5m．g／kg）は 、　 hCG 投与 24 時揮後に皮

下注にて 投与 した 。 日齢 28 匚1同 （hCG 投 与後 48

時間）に 卵巣を摘出し、卵巣の 重 駿を測定後 RNA

を抽出し、 RT−PCR と Northeni　b亅ott祕g にて VEGF

の 発現を調べ た 。同時に 採．血 し惣 rll清の E ユ、　P 濃

度を測定 した 。 ［結果］卵巣で の VEGF 発現は hCG

投与後に強 くな り、 さらに OIISS モ デ ル に お い て

は 非刺激、通 常の 排卵刺 激モ デル の いずれ と比 べ

て も強い 発現 を認めた。RU486 投．与に よ り OIISS

の 発生は抑制さ れ た が 、VEGF 発現に は 変化を認

めなか っ た。また、RU ヰ86 を 投 与 して もVEGF 受

容体の flk．1 と flt−1 の 発現 に は 変化 を認めな か

っ た 。 　 ［考察］ラ ッ ト OHSS モ デル にお い て も

OIISS の 発 症 に VEGF 、　F が 関 与して い る こ とが 示

され た 。 また、P は V 尼GF を介さない 系で OHSS

の 発症 に関与して い る こ とが示唆された。

　〔目 的】我 身 は、赤血 球浮 遊 無血 小 板 亅血 漿（PFP ＞

に お い て 赤 ｛血球 濃度 を増加 さ せ て い く と lfif液凝 固

開始時間（Ti）が短縮 し、ま た実験的 に赤血 球の 濃

度 の み を増加 さ せ た 全血 で も 赤 血 球 濃度依存 徃 に

Ti が短縮する こ とを報告 した 。 これらの 結果か ら、

赤遁L球 自身 に 血液凝 固初期過程の促進 に関与する

因子 が存在す る こ とが強く 示唆 さ れ、今 回そ の 機

序 に 関 して 検討 し た の で 報 告す る。

　【方法1 洗浄赤血球膜か らBligh−Dyer 法 に て

Phospholipid （PL ）を抽 出 し、1ml の PFP に 添 加

し凝固 をさせ得 る か 否 か を検 討 した。PFP は 、採

血 後 ク エ ン 酸 ナ トリウ ム を加 え、遠 沈後の 且吐漿 を

0 ．2pm の フ ィ ルタ ・一を通 過させ作製 し た。一
方、

赤血 球が溶血 した時の 影響を検 討す る た め に 、洗

浄 赤 血球 を エ バ ボレ
ー．一

ターに て処理 し生食 に 溶解

さ せ た （溶 血 サ ン プル ）。測 定 に は 血液試料 1ml

を 37℃ と した後、塩化カ ル シ ウム を添加す る こ

と に よ り凝固 を開始さ せ 、凝 固懣程を 鋭敏 に 感 知

す る 減 衰振動 型 レ オ メ
ー

ターに て Tiを測定 し た．

1成繍 ヒ ト赤血 球膜 由 来の PL は 1ml の PFP を凝

固 さ せ た 。PFP の Tlは 赤 血 i＊5，000 、9．OOO お よ

び 18，000iS 相 当 の PL を添加 し た場合 各 々 53．9分 、

37 ．8分 および 29．7分で あ り、PL の 濃度依 存 性 に

短縮 し た、ま た 、全血 の Tiは溶血 サ ンプル を添加

しtL　tz合 も 溶 血 サ ン プ ル の 濃度 依存性 に短縮 した。

【結論 コ赤 血球膜組織は 、血液 凝固過程 にお い て

凝 固を促進する Phospholipid 　supplier として

機能す る 可能性が あ る と考 え ら れた 。溶 並Lに よ り

赤 ［血球膜組織が流 血中に露出 し た場合 に 過凝 固状

態 と な る 機序 の
一

端が実験 的 に証 明 さ れ た こ とは、

DIC の 前駆状態を把 握す る た め に 役立 っ も の と考

え られる 。
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